
【取組内容①】「思考力・判断力・表現力を高める個別最適な学びと協同的な学びの一体化」
～学習支援ソフトを有効に活用し、思考力・判断力・表現力を高めることにつなげる取組～

紫波町立紫波第三中学校（岩手県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-４

第３学年社会科『さまざまな国際問題」
３学期に行った３年生社会科（公民的分野）の授業です。

「国際問題の解決には国際社会の協力が必要である」という課題について、生徒は前時から個
人で調べ、その根拠を多面的・多角的に考察し、学習支援ソフトにマッピングしました。

マッピングが終わったグループから、各々が作成したマッピングについて、協議し、さらに理解
を深めます。

そして、修正等を加え、完成したノートは、提出箱に提出します。

提出まで終わった生徒は、評価問題に取り組み、学習内容の定着を図りました。

生徒が学習過程や学習形態を自己決定、自己調整する様子個別にシンキングツールを選択して活用


